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◆スポーツ動作における視線-動作の協調関係を定量評価

◆ 「このようなパフォーマンスをするためにはいつ・どこに視線を移動させ，それと同時にどの身体

部位をどのように動かす必要があるか」を具体的に示すことが可能

◆視線計測による視線の座標と三次元動作計測による関節角度や床反力等の力情報に

特異値分解を行うことにより、視線と協調して動く部位を特定できる

◆スポーツ動作の効率的な練習法・指導法構築への利用

◆スポーツ動作のスキル評価

◆スポーツにおける怪我の予防（怪我を予防するための視線行動の分析）
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●解析例（スノーボードターンにおける視線と6分力の協調）

空間基底の絶対値が大きい
項目同士が同時に動いている
＝協調している

GX（視線の左右方向移動）とLSX
（左肩屈曲），LE（左肘屈曲），
LWX（左手首撓屈），LWY（左手首
伸展），RSX（右肩屈曲） ，RWY
（右手首伸展）が協調している．

分野：ライフサイエンス
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◆身体運動の計測により上級者の動作の特徴を抽出

◆スポーツの練習においては，上級者の運動の特徴を模倣するなど“動作”に着目した指導が

行われることが多いが，動作を模倣することは容易でない

◆視線の移動のみで無意識に上級者と同様の振る舞いを行うことができる視線-動作の協調を

示すことができる

◆本技術の活用により、「上級者の視線移動を模倣することで上達するためのきっかけをつかむ」

ことが期待できる

◆上級者の特徴を抽出するためのデータ取得の機会

◆指導者・選手が容易に計測結果を理解することができる
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●指導される側が指導する側の言葉の真意を正確に受け止められるとは限らない
●指導される側は指導内容を頭で理解することはできても“動作”として行うことはできない場合がある
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